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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続機器が有する第１の接続端子に接続可能な第２の接続端子と、
　前記第２の接続端子が前記第１の接続端子に接続された際に、通信機器を識別するため
の通信機器識別情報を前記接続機器に送信する第１の通信部と、
　前記接続機器に関する接続機器情報を情報処理装置から受信する第２の通信部と、を備
え、
　前記第２の接続端子が前記第１の接続端子に接続されたことを検知し、当該検知が行わ
れた検知時点以降に、前記接続機器情報を前記情報処理装置に要求する制御部を備え、
　前記接続機器は、前記接続機器を識別するための接続機器識別情報と、前記通信機器識
別情報とが関連付けられたエントリ情報を前記情報処理装置に送信し、
　前記情報処理装置は、前記エントリ情報を受信した受信時点を前記接続機器情報に含め
、
　前記制御部は、前記接続機器情報に含まれる受信時点と、前記検知時点と、所定の条件
とに基づいて、前記接続機器情報が有効であるか否かを判定する、通信機器。
【請求項２】
　前記所定の条件には、前記受信時点が前記検知時点よりも後の時点であるという条件が
含まれる、請求項１記載の通信機器。
【請求項３】
　前記所定の条件には、前記受信時点が前記検知時点よりも所定時間前の時点であるとい
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う条件が含まれる、請求項１または２に記載の通信機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、接続機器、通信機器、情報処理方法、及びプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１、２に、ユーザへの電力供給を管理する技術が開示されている。これらの技
術は、ユーザがプラグをコンセントに接続した際に、ユーザへの電力供給を制御する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２８４０３９号公報
【特許文献２】特開２０１０－２８４０４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記の技術は、コンセントに関する情報を何らユーザに提供しなかった。この
ため、コンセント等の接続機器に関する情報をユーザに提供できる技術が求められていた
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示によれば、接続端子を有する接続機器を識別するための接続機器識別情報と、接
続端子に接続された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエン
トリ情報を、接続機器から受信する受信部と、エントリ情報に基づいて、接続機器に関す
る接続機器情報を取得する制御部と、接続機器情報を通信機器識別情報が示す通信機器に
送信する送信部と、を備える、情報処理装置が提供される。
【０００６】
　本開示によれば、接続端子と、接続機器を識別するための接続機器識別情報と、接続端
子に接続された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエントリ
情報を情報処理装置に送信する送信部と、を備える、接続機器が提供される。
【０００７】
　本開示によれば、接続機器が有する第１の接続端子に接続可能な第２の接続端子と、第
２の接続端子が第１の接続端子に接続された際に、通信機器を識別するための通信機器識
別情報を接続機器に送信する第１の通信部と、接続機器に関する接続機器情報を情報処理
装置から受信する第２の通信部と、を備える通信機器が提供される。
【０００８】
　本開示によれば、接続端子を有する接続機器を識別するための接続機器識別情報と、接
続端子に接続された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエン
トリ情報を、接続機器から受信することと、エントリ情報に基づいて、接続機器に関する
接続機器情報を取得することと、接続機器情報を通信機器識別情報が示す通信機器に送信
することと、を含む、情報処理方法が提供される。
【０００９】
　本開示によれば、コンピュータに、接続端子を有する接続機器を識別するための接続機
器識別情報と、接続端子に接続された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関
連付けられたエントリ情報を、接続機器から受信する受信機能と、エントリ情報に基づい
て、接続機器に関する接続機器情報を取得する制御機能と、接続機器情報を通信機器識別
情報が示す通信機器に送信する送信機能と、を実現させる、プログラムが提供される。
【００１０】
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　本開示によれば、接続機器に関する接続機器情報を通信機器に送信することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように本開示によれば、接続機器に関する接続機器情報を通信機器に送信
することができるので、通信機器のユーザに接続機器情報を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の第１の実施形態に係る情報処理システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】同実施形態に係るサーバの構成を示すブロック図である。
【図３】サーバに記憶されるエントリ情報の一例を示す説明図である。
【図４】サーバに記憶される提示用情報の一例を示す説明図である。
【図５】コンセントとプラグとが接続される様子を示す斜視図である。
【図６】コンセントの内部構成を示すブロック図である。
【図７】コンセントの内部構成を示すブロック図である。
【図８】コンセントの内部構成を示すブロック図である。
【図９】コンセントの内部構成を示すブロック図である。
【図１０】通信機器の内部構成を示すブロック図である。
【図１１】通信機器の内部構成を示すブロック図である。
【図１２】通信機器による処理の手順を示すフローチャートである。
【図１３】コンセントによる処理の手順を示すフローチャートである。
【図１４】サーバによる処理の手順を示すフローチャートである。
【図１５】第２の実施形態に係る接続機器の構成を示すブロック図である。
【図１６】通信機器の構成を示すブロック図である。
【図１７】通信機器の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１４】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．第１の実施形態（接続機器と通信機器とが電力線通信を行う例）
　　１－１．全体構成
　　１－２．サーバの構成
　　１－３．接続機器の構成
　　１－４．通信機器の構成
　　１－５．情報処理システムによる処理の手順
　２．第２の実施形態（接続機器と通信機器とが非接触通信を行う例）
　　２－１．サーバの構成
　　２－２．接続機器の構成
　　２－３．通信機器の構成
【００１５】
　＜１．第１の実施形態＞
　［１－１．全体構成］
　まず、図１に基づいて、第１の実施形態に係る情報処理システム１０の全体構成につい
て説明する。
【００１６】
　情報処理システム１０は、サーバ２０と、通信ネットワーク３０と、接続機器４０と、
通信機器５０とを備える。サーバ２０は通信ネットワーク３０を介して接続機器４０と通
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信可能となっている。第１の実施形態では、接続機器４０は図５に示すコンセント１００
Ａで構成される。また、通信機器５０は、図５及び図１０に示すように、通信機器本体（
ノートパソコン等）５０Ａとプラグ２００Ａとを備える。
【００１７】
　この情報処理システム１０では、概略的には以下の処理が行われる。まず、ユーザは、
プラグ２００Ａをコンセント１００Ａに接続する。そして、プラグ２００Ａは、自己の機
器ＩＤ（通信機器識別情報）を電力線通信によりコンセント１００Ａに送信する。コンセ
ント１００Ａは、自己のコンセントＩＤ（接続機器識別情報、接続機器情報）と、機器Ｉ
Ｄとが関連付けられたエントリ情報をサーバ２０に送信する。
【００１８】
　一方、プラグ２００Ａがコンセント１００Ａに接続された際に、通信機器本体５０Ａに
外部電源からの電力が供給される。通信機器本体５０Ａは、外部電源からの電力を検知す
ることで、プラグ２００Ａがコンセント１００Ａに接続されたことを検知する。そして、
通信機器５０は、いわゆるポーリング（プッシュ）を行うことで、サーバ２０との通信経
路の確立及びコンセントＩＤの問い合わせ（要求）を行う。具体的には、通信機器本体５
０Ａは、自己の機器ＩＤを含む問い合わせ情報を所定時間ごとにサーバ２０に送信する。
なお、通信機器５０は、サーバ２０へのポーリングによってコンセントＩＤを要求しても
良いし、サーバ２０が通信機器５０にコンセントＩＤをプッシュ送信してもよい。
【００１９】
　サーバ２０は、問い合わせ情報に含まれる通信機器識別情報と、エントリ情報とに基づ
いて、通信機器５０が接続されたコンセント１００Ａを特定し、コンセント１００Ａの接
続機器識別情報を通信機器本体５０Ａに送信する。
【００２０】
　通信機器本体５０Ａは、サーバ２０に提示用情報（接続機器情報）を要求する。具体的
には、通信機器本体５０Ａは、コンセントＩＤを含む要求情報をサーバ２０に送信する。
サーバ２０は、コンセントＩＤに対応する提示用情報を通信機器本体５０Ａに送信する。
ここで、提示用情報はコンセント１００Ａに関する情報であり、例えば課金情報等となる
。通信機器本体５０Ａは、提示用情報をユーザに提示する。これにより、情報処理システ
ム１０は、コンセント１００Ａに関する情報をユーザに提供することができる。
【００２１】
　［１－２．サーバの構成］
　次に、図２に基づいて、サーバ２０の構成について説明する。サーバ２０は、通信部（
送信部、受信部）２１と、記憶部２２と、制御部２３とを備える。すなわち、サーバ２０
は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク、通信装置等のハードウェア構成を有する
。ＲＯＭには、サーバ２０に、通信部２１と、記憶部２２と、制御部２３とを実現させる
ためのプログラムが記録されている。ＣＰＵは、ＲＯＭに記録されたプログラムを読みだ
して実行する。したがって、これらのハードウェア構成により、通信部２１と、記憶部２
２と、制御部２３とが実現される。
【００２２】
　通信部２１は、通信ネットワーク３０を介してコンセント１００Ａ及び通信機器５０と
通信を行う。記憶部２２は、上述したプログラムのほか、エントリ情報及び提示用情報を
記憶する。
【００２３】
　図３は、記憶部２２が記憶するエントリ情報の一例を示す。記憶部２２は、エントリ情
報と受信時点（更新時刻）情報とを関連付けて記憶する。ここで、受信時点は、通信部２
１がエントリ情報を受信した時点を示す。
【００２４】
　図４は、記憶部２２が記憶する提示用情報の一例を示す。記憶部２２は、コンセントＩ
Ｄと提示用情報とを関連付けて記憶する。ここで、提示用情報は、コンセント１００Ａに
関する各種の情報であり、通信機器本体５０Ａによってユーザに提示される。提示用情報
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はどのようなものであってもよい。
【００２５】
　提示用情報としては、例えば、課金情報、認証情報、掲示板情報、広告情報等が挙げら
れる。課金情報は、例えば、単位電力量あたりの課金額である。認証情報は、例えば、無
線ＬＡＮの設定情報である。掲示板情報は、例えば、コンセント１００Ａが設置された施
設で作成されるものである。同様に、広告情報は、例えば、コンセント１００Ａが設置さ
れた施設及びその周辺の施設に関する広告情報である。このように、コンセントＩＤには
、コンセント１００Ａが設置された場所に関する提示用情報が関連付けられてもよい。コ
ンセント１００Ａは、何らかの場所に設置されるので、コンセントＩＤは、ＧＰＳ情報等
の位置情報に類するものになる。したがって、コンセントＩＤに上述した提示用情報を関
連付けることができる。
【００２６】
　なお、複数種類のコンセントＩＤに同じ提示用情報が関連付けられていてもよい。同じ
施設内に複数のコンセント１００Ａが設置される場合があるからである。また、提示用情
報は別サーバに格納されてもよい。この場合、記憶部２２は、コンセントＩＤと別サーバ
のアドレスとを関連付けて記憶する。
【００２７】
　制御部２３は、サーバ２０の各構成要素を制御する他、例えば以下の処理を行う。すな
わち、制御部２３は、通信機器本体５０Ａから問い合わせ情報を受信した場合に、問い合
わせ情報に対応するコンセントＩＤ及び受信時点情報を取得する。そして、制御部２３は
、これらが関連付けられたコンセントＩＤ通知情報を通信機器本体５０Ａに送信する。ま
た、制御部２３は、通信機器本体５０Ａから要求情報が与えられた場合には、要求情報に
対応する提示用情報を通信機器本体５０Ａに送信する。なお、制御部２３は、記憶部２２
が提示用情報の代わりに別サーバのアドレスを記憶している場合、要求情報に対応するア
ドレスを通信機器本体５０Ａに送信する。
【００２８】
　［１－３．接続機器の構成］
　次に、図５～図９に基づいて、接続機器４０、すなわちコンセント１００Ａの構成を説
明する。コンセント１００Ａは、通信機器５０のプラグ２００Ａに着脱可能となっている
。コンセント１００Ａは、接続部１０２Ａと、制御部１０６Ａと、ネットワーク通信部（
送信部）１０７Ａと、電力線通信部１０８Ａと、第１フィルタ１１０Ａと、第２フィルタ
１１２Ａと、内部電力線ＩＰＬと、外部電力線ＥＰＬとを備える。コンセント１００Ａは
、例えばプラグ２００Ａとの間で電力線通信を行なうことができる。
【００２９】
　接続部１０２Ａは、図５に示す開口部１０１Ａ（接続端子、第１の接続端子）を備える
。この開口部１０１Ａは、内部電力線ＩＰＬに接続される。なお、接続部１０２Ａは、プ
ラグ２００Ａが接続された際に、接続確認信号を制御部１０６Ａに送信しても良い。内部
電力線ＩＰＬは、接続部１０２Ａと第２フィルタ１１２Ａとを連結する。
【００３０】
　制御部１０６Ａは、ＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）や、各種処理回路が集積され
た集積回路などで構成され、コンセント１００Ａの各部を制御する。より具体的には、制
御部１０６Ａは、コンセント１００ＡのＩＤ、すなわちコンセントＩＤを記憶する。また
、制御部１０６Ａは、電力線通信部１０８Ａに高周波信号生成命令及び高周波信号送信停
止命令を送信し、電力線通信部１０８Ａから送信される高周波応答信号に基づいて、各種
の処理を行なう。ここで、高周波信号には、機器ＩＤを要求する旨の情報が含まれる。ま
た、高周波応答信号には、機器ＩＤに関する情報が含まれる。制御部１０６Ａは、高周波
応答信号に基づいて、エントリ情報の生成等を行う。なお、制御部１０６Ａは、接続部１
０２Ａから接続確認信号が与えられた際に、高周波信号生成命令を電力線通信部１０８Ａ
に送信してもよい。
【００３１】
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　高周波信号及び高周波応答信号の周波数としては、例えば、１３０～１３５ｋＨｚ、１
３．５６ＭＨｚ、５６ＭＨｚ、４３３ＭＨｚ、９５４．２ＭＨｚ、９５４．８ＭＨｚ、２
４４１．７５ＭＨｚ、２４４８．８７５ＭＨｚの少なくともいずれか一つが挙げられるが
、本実施系形態に係る高周波信号の周波数は、上記に限られない。ただし、高周波信号の
周波数は、少なくとも、電力信号の周波数（例えば５０、６０Ｈｚ）と異なっていること
が好ましい。
【００３２】
　ネットワーク通信部１０７Ａは、各種の通信装置で構成され、通信ネットワーク３０を
介してサーバ２０との間で通信を行う。
【００３３】
　電力線通信部１０８Ａは、プラグ２００Ａとの間で電力線通信を行うものであり、ＮＦ
Ｃなどにおけるリーダ／ライタ（または質問器）としての役目を果たす。図７に電力線通
信部１０８Ａの具体的な構成を示す。電力線通信部１０８Ａは、高周波信号生成部１５０
Ａと、復調部１５４Ａとを備える。また、電力線通信部１０８Ａは、例えば、暗号化回路
（図示せず）や通信衝突防止（アンチコリジョン）回路などをさらに備えてもよい。
【００３４】
　高周波信号生成部１５０Ａは、制御部１０６Ａから送信される高周波信号生成命令を受
け、高周波信号生成命令に応じた高周波信号を生成する。また、高周波信号生成部１５０
Ａは、例えば制御部１０６Ａから送信される、高周波信号の送信停止を示す高周波信号送
信停止命令を受け、高周波信号の生成を停止する。
【００３５】
　復調部１５４Ａは、例えば、高周波信号生成部１５０Ａと第１フィルタ１１０Ａとの間
における電圧の振幅変化を包絡線検波し、検波した信号を２値化することによって、プラ
グ２００Ａから送信される高周波応答信号を復調する。そして、復調部１５４Ａは、復調
した高周波応答信号を制御部１０６Ａへ送信する。なお、復調部１５４Ａにおける高周波
応答信号の復調方法は、上記に限られず、例えば、高周波信号生成部１５０Ａと第１フィ
ルタ１１０Ａとの間における電圧の位相変化を用いて高周波応答信号を復調することもで
きる。
【００３６】
　第１フィルタ１１０Ａは、電力線通信部１０８Ａと内部電力線ＩＰＬとの間に接続され
、内部電力線ＩＰＬから送信される信号をフィルタリングする役目を果たす。より具体的
には、第１フィルタ１１０Ａは、内部電力線ＩＰＬから送信される信号のうち、電力信号
を遮断し、高周波信号及び高周波応答信号を遮断しない機能を有する。これにより、第１
フィルタ１１０Ａは、電力線通信部１０８Ａにとってノイズとなりうる電力信号を電力線
通信部１０８Ａに到達させないようにする。
【００３７】
　図８に第１フィルタ１１０Ａの具体的な構成を示す。第１フィルタ１１０Ａは、インダ
クタＬ１、Ｌ２と、キャパシタＣ１～Ｃ２－２と、サージアブソーバＳＡ１～ＳＡ３とで
構成される。なお、本実施形態に係る第１フィルタ１０４Ａの構成が、図８に示す構成に
限られないことは、言うまでもない。
【００３８】
　第２フィルタ１１２Ａは、内部電力線ＩＰＬと外部電力線ＥＰＬを連結するものである
。外部電力線ＥＰＬは、外部電源に接続されている。第２フィルタ１１２Ａは、内部電力
線ＩＰＬを介して送信されうる信号をフィルタリングする役目を果たす。より具体的には
、第２フィルタ１１２Ａは、プラグ２００Ａにより送信される高周波応答信号や、電力線
通信部１０８Ａが送信する高周波信号を遮断し、外部電源から供給される電力信号を遮断
しない機能を有する。
【００３９】
　即ち、第２フィルタ１１２Ａは、例えばプラグ２００Ａがコンセント１００Ａに接続さ
れた際に、外部電源からの電力信号を通信機器本体５０Ａに送信することができる。つま
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り、第２フィルタ１１２Ａは、いわゆるパワースプリッタとしての役目を果たす。図９に
第２フィルタ１１２Ａの具体的な構成を示す。第２フィルタ１１２Ａは、インダクタＬ５
、Ｌ６と、キャパシタＣ５と、サージアブソーバＳＡ４とで構成される。なお、本実施形
態に係る第２フィルタ１１２Ａの構成が、図９に示す構成に限られないことは、言うまで
もない。
【００４０】
　また、図５に示す例では、コンセント１００Ａは１つの開口部１０１Ａ、すなわち接続
部１０２Ａを有するが、複数の接続部１０２Ａを有していてもよい。この場合、制御部１
０６Ａは、接続部１０２Ａごとに異なるコンセントＩＤを記憶する。また、制御部１０６
Ａは、接続確認信号に基づいて、プラグ２００Ａが接続された接続部１０２Ａを特定する
。そして、制御部１０６Ａは、特定した接続部１０２Ａに対応するコンセントＩＤを取得
し、このコンセントＩＤと機器ＩＤとが関連付けられたエントリ情報を生成する。
【００４１】
　［１－４．通信機器の構成］
　次に、図５、図１０及び図１１に基づいて、通信機器５０の構成について説明する。通
信機器５０は、プラグ２００Ａと、通信機器本体５０Ａと、これらを接続する外部電力線
ＥＰＬとを備える。
 
【００４２】
　プラグ２００Ａは、図５及び図１０に示すように、刃部（第２の接続端子）２０２Ａと
、第１フィルタ２０４Ａと、電力線通信部２０６Ａと、第２フィルタ２０８Ａと、内部電
力線ＩＰＬとを備える。刃部２０２Ａは、コンセント１００Ａの開口部１０１Ａに挿入可
能となっており、内部電力線ＩＰＬに接続されている。
【００４３】
　第１フィルタ２０４Ａは、電力線通信部２０６Ａと内部電力線ＩＰＬとの間に接続され
、内部電力線ＩＰＬから送信される信号をフィルタリングする役目を果たす。より具体的
には、第１フィルタ２０４Ａは、内部電力線ＩＰＬから送信される信号のうち、電力信号
を遮断し、高周波信号及び高周波応答信号を遮断しない機能を有する。具体的な構成は第
１フィルタ１１０Ａと同様である。
【００４４】
　電力線通信部２０６Ａは、コンセント１００Ａからの高周波信号により駆動する。そし
て、電力線通信部２０６Ａは、負荷変調により高周波応答信号を生成し、内部電力線ＩＰ
Ｌに送信する。図１１は、電力線通信部２０６Ａの一例を示す説明図である。ここで、図
１１では、第１フィルタ２０４Ａを併せて示している。電力線通信部２０６Ａは、受信さ
れた高調波信号を復調して処理し、負荷変調により高周波応答信号を送信させるＩＣチッ
プ２５２を備える。なお、本実施形態に係るプラグ２００Ａは、図１１に示すＩＣチップ
２５２を構成する各構成要素を、ＩＣチップの形態で備えていなくてもよい。
【００４５】
　ＩＣチップ２５２は、検出部２５４と、検波部２５６と、レギュレータ２５８と、復調
部２６０と、データ処理部２６２と、負荷変調部２６４とを備える。なお、図１１では示
していないが、ＩＣチップ２５２は、例えば、過電圧や過電流がデータ処理部２６２に印
加されることを防止するための保護回路（図示せず）をさらに備えることができる。ここ
で、保護回路（図示せず）としては、例えば、ダイオード等で構成されたクランプ回路が
挙げられる。
【００４６】
　また、ＩＣチップ２５２は、ＲＯＭ２６６、ＲＡＭ２６８、内部メモリ２７０などを備
える。データ処理部２６２と、ＲＯＭ２６６、ＲＡＭ２６８、内部メモリ２７０とは、例
えば、データの伝送路としてのバス２７２によって接続される。
【００４７】
　ＲＯＭ２６６は、データ処理部２６２が使用するプログラムや演算パラメータなどの制
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御用データを記憶する。ＲＡＭ２６８は、データ処理部２６２により実行されるプログラ
ム、演算結果、実行状態などを一時的に記憶する。
【００４８】
　内部メモリ２７０は、ＩＣチップ２５２が備える記憶手段であり、例えば耐タンパ性を
有し、データ処理部２６２によりデータの読出しや、データの新規書込み、データの更新
が行われる。内部メモリ２７０には、例えば、機器ＩＤや電子バリュー、アプリケーショ
ンデータなど様々なデータが記憶される。ここで、図１１は、内部メモリ２７０が機器Ｉ
Ｄ２７４と電子バリュー２７６とを記憶している例を示している。
【００４９】
　検出部２５４は、高周波信号に基づいて、例えば矩形の検出信号を生成し、当該検出信
号をデータ処理部２６２へ送信する。また、データ処理部２６２は、送信される上記検出
信号を、例えば、データ処理のための処理クロックとして用いる。ここで、上記検出信号
は、コンセント１００Ａから送信される高周波信号に基づくものであるので、当該高周波
信号の周波数と同期することとなる。したがって、ＩＣチップ２５２は、検出部２５４を
備えることによって、コンセント１００Ａとの間の処理を、コンセント１００Ａと同期し
て行うことができる。
【００５０】
　検波部２５６は、受信した高周波信号に応じた電圧（以下、「受信電圧」とよぶ場合が
ある）を整流する。ここで、検波部２５６は、例えば、ダイオードＤ１と、キャパシタＣ
６で構成することができるが、検波部２５６の構成は、上記に限られない。
【００５１】
　レギュレータ２５８は、受信電圧を平滑、定電圧化し、データ処理部２６２へ駆動電圧
を送信する。ここで、レギュレータ２５８は、受信電圧の直流成分を駆動電圧として用い
ることができる。
【００５２】
　復調部２６０は、受信電圧に基づいて高周波信号を復調し、高周波信号に対応するデー
タ（例えば、ハイレベルとローレベルとの２値化されたデータ信号）を送信する。ここで
、復調部２６０は、受信電圧の交流成分をデータとして送信することができる。
【００５３】
　データ処理部２６２は、レギュレータ２５８から送信される駆動電圧を電源として駆動
し、復調部２６０において復調されたデータの処理を行う。ここで、データ処理部２６２
は、例えば、ＭＰＵで構成することができるが、データ処理部２６２の構成は、上記に限
られない。
【００５４】
　また、データ処理部２６２は、コンセント１００Ａへの応答に係る負荷変調を制御する
制御信号を処理結果に応じて選択的に生成する。そして、データ処理部２６２は、制御信
号を負荷変調部２６４へと選択的に送信する。
【００５５】
　負荷変調部２６４は、例えば、負荷ＺとスイッチＳＷ１とを備え、データ処理部２６２
から送信される制御信号に応じて負荷Ｚを選択的に接続する（有効化する）ことによって
負荷変調を行う。ここで、負荷Ｚは、例えば、所定の抵抗値を有する抵抗で構成されるが
、負荷Ｚの構成は、上記に限られない。また、スイッチＳＷ１は、例えば、ｐチャネル型
のＭＯＳＦＥＴや、ｎチャネル型のＭＯＳＦＥＴで構成されるが、スイッチＳＷ１の構成
は、上記に限られない。
【００５６】
　ＩＣチップ２５２は、上記のような構成によって、受信した高周波信号を処理し、負荷
変調によって高周波応答信号を電力線に重畳させて送信させることができる。なお、本実
施形態に係るＩＣチップ２５２の構成が、図１１に示す構成に限られないことは、言うま
でもない。
【００５７】
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　電力線通信部２０６Ａは、図１１に示す構成によって、受信した高周波信号から電力を
得て駆動して受信した高周波信号が示す処理を行い、負荷変調によって当該処理に応じた
高周波応答信号を送信することができる。
【００５８】
　第２フィルタ２０８Ａは、図示しない電子機器から延びる外部電力線ＥＰＬと内部電力
線ＩＰＬとを連結するものである。第２フィルタ２０８Ａは、内部電力線ＩＰＬを介して
送信されうる信号をフィルタリングする役目を果たす。より具体的には、第２フィルタ２
０８Ａは、少なくともコンセント１００Ａにより送信される高周波信号や、電力線通信部
２０６Ａが送信する高周波応答信号を遮断し、内部電力線ＩＰＬを介して供給される電力
信号を遮断しない機能を有する。即ち、第２フィルタ２０８Ａは、例えばプラグ２００Ａ
がコンセントに差し込まれた際に、コンセント１００Ａからの電力信号を外部電力線ＥＰ
Ｌに送信することができる。つまり、第２フィルタ２０８Ａは、いわゆるパワースプリッ
タとしての役目を果たす。第２フィルタ２０８Ａの具体的な構成は、第２フィルタ１１２
Ａと同様である。
【００５９】
　通信機器本体５０Ａは、通信機能を有する機器であればどのようなものであってもよく
、例えば各種のパソコン（デスクトップパソコン、ノートパソコン等）、テレビジョン装
置、オーディオ機器等が挙げられる。
【００６０】
　通信機器本体５０Ａは、本体側通信部（第２の通信部）５１と、記憶部５２と、提示部
５３と、制御部５４とを備える。すなわち、通信機器本体５０Ａは、ＣＰＵ、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ、ハードディスク、通信装置、ディスプレイ等のハードウェア構成を有する。ＲＯＭ
には、通信機器本体５０Ａに、本体側通信部５１と、記憶部５２と、提示部５３と、制御
部５４とを実現させるためのプログラムが記録されている。ＣＰＵは、ＲＯＭに記録され
たプログラムを読みだして実行する。したがって、これらのハードウェア構成により、本
体側通信部５１と、記憶部５２と、提示部５３と、制御部５４とが実現される。
【００６１】
　本体側通信部５１は、例えば通信ネットワーク３０に無線ＬＡＮルータを介して接続し
、通信ネットワーク３０を介してサーバ２０との間で通信を行う。もちろん、本体側通信
部５１は、有線により通信ネットワーク３０に接続されてもよい。記憶部５２は、上述し
たプログラムのほか、例えば機器ＩＤを記憶する。提示部５３は、例えば提示用情報を提
示する。制御部５４は、通信機器本体５０Ａの各構成要素を制御する他、例えば以下の処
理を行う。すなわち、制御部５４は、外部電源からの電力信号を検知することで、プラグ
２００Ａがコンセント１００Ａに接続されたことを検知する。また、制御部５４は、上述
した問い合わせ情報及び要求情報をサーバ２０に送信する。また、制御部５４は、提示用
情報を提示部４３に提示する。また、制御部５４は、提示用情報の代わりに別サーバのア
ドレスが与えられた場合には、別サーバにアクセスし、提示用情報を取得する。
【００６２】
　［１－５．情報処理システムによる処理の手順］
　次に、情報処理システムによる処理の手順について説明する。なお、この例では、通信
機器本体５０Ａは無線ＬＡＮルータを介して通信ネットワーク３０に接続するものとし、
提示用情報には、無線ＬＡＮの設定情報が含まれているものとする。また、無線ＬＡＮル
ータの初期状態（すなわち、無線ＬＡＮの設定が変更される前の状態）では、通信機器本
体５０Ａは、サーバ２０へのアクセスのみ許可されているものとする。ユーザが無線ＬＡ
Ｎの設定情報通りの設定を行うことで、通信機器本体５０Ａは、サーバ２０以外の通信機
器に通信ネットワーク３０を介して接続可能になる。また、通信機器本体５０Ａは、プラ
グ２００Ａがコンセント１００Ａに接続される前であっても、内部電源により起動してい
るものとする。
【００６３】
　［通信機器本体による処理の手順］
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　まず、図１２に基づいて、通信機器本体５０Ａによる処理の手順について説明する。ス
テップＳ１０において、ユーザは、プラグ２００Ａをコンセント１００Ａに接続する。具
体的には、ユーザは、プラグ２００Ａの刃部２０２Ａをコンセント１００Ａの開口部１０
１Ａに挿入する。これにより、外部電源からの電力信号が外部電力線ＥＰＬを介して通信
機器本体５０Ａに供給される。制御部５４は、外部電源からの電力信号を検知することで
、プラグ２００Ａがコンセント１００Ａに接続されたことを検知する。制御部５４は、検
知時点（検知時刻）に関する検知時点情報を記憶部５２に記憶する。
【００６４】
　ステップＳ３０において、通信機器本体５０Ａは、ポーリングを行うことで、サーバ２
０との通信経路の確立及びコンセントＩＤの問い合わせ（要求）を行う。具体的には、制
御部５４は、通信機器本体５０Ａの機器ＩＤを記憶部５２から取得し、本体側通信部５１
に出力する。本体側通信部５１は、機器ＩＤを含む問い合わせ情報を所定時間ごとにサー
バ２０に送信する。
【００６５】
　ステップＳ４０において、本体側通信部５１は、サーバ２０からコンセントＩＤ通知情
報を受信したか否かを判定する。本体側通信部５１は、サーバ２０からコンセントＩＤ通
知情報を受信したと判定した場合には、コンセントＩＤ通知情報を制御部５４に出力し、
ステップＳ５０に進む。一方、本体側通信部５１は、サーバ２０からコンセントＩＤ通知
情報を受信していないと判定した場合には、ステップＳ３０に戻る。
【００６６】
　ステップＳ５０において、制御部５４は、コンセントＩＤ通知情報と、検知時点情報と
に基づいて、コンセントＩＤが所定の条件を満たすか否かを判定する。ここで、所定の条
件は、受信時点が検知時点よりも後であるという条件（第１の条件）となる。制御部５４
は、コンセントＩＤが所定の条件を満たすと判定した場合には、コンセントＩＤを有効と
判定し、ステップＳ６０に進む。一方、制御部５４は、コンセントＩＤが所定の条件を満
たさないと判定した場合には、コンセントＩＤを破棄し、ステップＳ３０に戻る。これに
より、制御部５４は、プラグ２００Ａが接続されたコンセント１００Ａに対応するコンセ
ントＩＤをより確実に取得することができる。
【００６７】
　なお、コンセント１００Ａは、制御部５４がプラグ２００Ａとコンセント１００Ａとの
接続を検知する前に、エントリ情報をサーバ２０にアップする可能性がある。この場合、
受信時点は検知時点よりも前になるが、コンセントＩＤは有効である。そこで、所定の条
件には、更新時刻が検知時点よりも所定時間（例えば数ミリ秒または数秒、より具体的に
は０．０５秒等）前の時点であるという条件（第２の条件）が含まれてもよい。これによ
り、制御部５４は、受信時点が検知時点よりも所定時間前であっても、コンセントＩＤを
有効と判定することができる。
【００６８】
　ステップＳ６０において、制御部５４は、サーバ２０に提示用情報を要求する。具体的
には、制御部５４は、提示用情報を要求する旨の要求情報を生成し、本体側通信部５１に
出力する。この要求情報には、制御部５４がステップＳ５０で取得したコンセントＩＤが
含まれる。本体側通信部５１は、要求情報をサーバ２０に送信する。本体側通信部５１は
、サーバ２０から送信された提示用情報を受信し、制御部５４に出力する。ここで、提示
用情報には、上述したように、無線ＬＡＮの設定情報が含まれる。
【００６９】
　なお、記憶部２２は、コンセントＩＤと提示用情報とを関連付けて記憶していてもよい
。この場合、制御部５４は、コンセントＩＤに対応する提示用情報を記憶部２２から取得
する。したがって、制御部５４は、ステップＳ６０の処理を省略することができる。
【００７０】
　ステップＳ７０において、制御部５４は、提示用情報を提示部５３に提示する。これに
より、ユーザは、提示用情報を視認することができる。ユーザは、提示用情報に含まれる
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無線ＬＡＮの設定情報に基づいて、無線ＬＡＮの設定を変更する。これにより、通信機器
本体５０Ａは、サーバ２０以外の通信機器に通信ネットワーク３０を介して接続可能にな
る。また、ユーザは、提示用情報に課金情報、掲示板等が含まれる場合、これらの情報を
視認することができる。
【００７１】
　ステップＳ８０において、ユーザは、プラグ２００Ａをコンセント１００Ａから引き抜
く。これにより、外部電源からの電力信号が通信機器本体５０Ａに供給されなくなるが、
通信機器本体５０Ａは、内部電源により駆動する。また、制御部５４は、電力信号の供給
が途絶えたことを検知することで、プラグ２００Ａとコンセント１００Ａとの接続が解除
されたことを検知する。
【００７２】
　ステップＳ９０において、制御部５４は、プラグ２００Ａとコンセント１００Ａとの接
続が解除された旨の接続解除情報を生成し、本体側通信部５１に出力する。ここで、接続
解除情報には、機器ＩＤが含まれる。本体側通信部５１は、接続解除情報をサーバ２０に
送信する。すなわち、通信機器本体５０Ａは、プラグ２００Ａとコンセント１００Ａとの
接続が解除されたことをサーバ２０に通知する。その後、通信機器本体５０Ａは、処理を
終了する。なお、ステップＳ８０～Ｓ９０の処理は省略されてもよい。
【００７３】
　次に、図１３に基づいて、コンセント１００Ａとプラグ２００Ａとの間で行われる処理
について説明する。ユーザがプラグ２００Ａをコンセント１００Ａに接続すると、接続部
１０２Ａは、接続確認信号を制御部１０６Ａに出力する。
【００７４】
　ステップＳ９５において、コンセント１００Ａの制御部１０６Ａは、機器ＩＤを要求す
る旨の高周波信号生成命令を電力線通信部１０８Ａに送信する。なお、制御部１０６Ａは
、コンセントＩＤが有効であると判定される可能性を高めるために、接続確認信号が与え
られてから所定時間（例えば数ミリ秒または数秒）待機してもよい（以下、この処理を待
機処理とも称する）。そして、制御部１０６Ａは、待機処理を行った後、高周波信号生成
命令を送信する。これにより、コンセント１００Ａは、プラグ２００Ａと接続されてから
少なくとも所定時間経過後にエントリ情報をサーバ２０に送信するので、所定の条件が満
たされる可能性がより高くなる。
【００７５】
　このように、本第１の実施形態では、コンセントＩＤが有効であると判定される可能性
を高める処理として、所定の条件に第２の条件を含める処理と、待機処理とが行われうる
。これらの処理は、両方行われても良いし、いずれか一方のみ行われてもよい。
【００７６】
　ステップＳ１００において、制御部１０６Ａは、プラグ２００Ａから機器ＩＤが与えら
れたか否かを判定する。制御部１０６Ａは、プラグ２００Ａから機器ＩＤが与えられたと
判定した場合には、ステップＳ１１０に進み、プラグ２００Ａから機器ＩＤが与えられな
いと判定した場合には、ステップＳ９５に戻る。
【００７７】
　一方、電力線通信部１０８Ａは、機器ＩＤを要求する旨の高周波信号を生成し、第１フ
ィルタ１１０Ａに出力する。高周波信号は、第１フィルタ１１０Ａ、内部電力線ＩＰＬ、
及び第１フィルタ２０４Ａを通過して電力線通信部２０６Ａに到達する。
【００７８】
　電力線通信部２０６Ａは、機器ＩＤに関する高周波応答信号を生成し、第１フィルタ２
０４Ａに出力する。高周波応答信号は、第１フィルタ２０４Ａ、内部電力線ＩＰＬ、及び
第１フィルタ１１０Ａを通過して電力線通信部１０８Ａに到達する。すなわち、電力線通
信部１０８Ａと電力線通信部２０６Ａとは電力線通信を行う。電力線通信部２０６Ａは、
高周波応答信号を制御部１０６Ａに出力する。
【００７９】
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　ステップＳ１１０において、制御部１０６Ａは、機器ＩＤ及びコンセントＩＤが関連付
けられたエントリ情報を生成し、ネットワーク通信部１０７Ａに出力する。なお、制御部
１０６Ａは、エントリ情報を生成してから所定時間（例えば数ミリ秒または数秒）待機し
た後に、エントリ情報をネットワーク通信部１０７Ａに出力してもよい。すなわち、制御
部１０６Ａは、ステップＳ９５での待機処理と同様の待機処理を行なっても良い。制御部
１０６Ａは、ステップＳ９５の待機処理とステップＳ１１０の待機処理とを両方行っても
よく、いずれか一方のみ行なってもよい。ステップＳ１１０での待機処理が行われること
で、所定の条件が満たされる可能性がより高くなる。ネットワーク通信部１０７Ａは、エ
ントリ情報をサーバ２０に送信する。一方、制御部１０６Ａは、電力線通信を用いた各種
の処理、例えば課金処理（電力線通信部２０６Ａ内の電子バリューをユーザによる電力信
号の使用状況に応じて減算する処理等）を行う。その後、コンセント１００Ａ及びプラグ
２００Ａは処理を終了する。
 
【００８０】
　なお、ステップＳ９５の処理において、制御部１０６Ａは、コンセントＩＤを通知する
旨の高周波信号生成命令を電力線通信部１０８Ａに送信してもよい。この場合、電力線通
信部１０８Ａは、コンセントＩＤに関する高周波信号を電力線通信部２０６Ａに送信する
。この場合、電力線通信部２０６Ａは、例えば無線通信等によりコンセントＩＤを本体側
通信部５１に送信してもよい。これにより、ステップＳ１００及びステップＳ１１０の処
理が省略可能となる。また、上述したステップＳ３０～ステップＳ５０の処理も省略可能
となる。
【００８１】
　次に、図１４に基づいて、サーバ２０による処理について説明する。ステップＳ１２０
において、通信部２１は、エントリ情報を受信するまで待機する。通信部２１は、エント
リ情報を受信した場合には、エントリ情報（以下、第２のエントリ情報とも称する）と受
信時点情報とを制御部２３に出力する。
【００８２】
　ステップＳ１２２において、制御部２３は、第２のエントリ情報と受信時点情報とを関
連付けて記憶部２２に記憶する。ここで、制御部２３は、以下の処理を行ってもよい。す
なわち、制御部２３は、記憶部２２にすでに記憶されているエントリ情報（以下、第１の
エントリ情報とも称する）と、第２のエントリ情報とを比較する。この結果、制御部２３
は、第２のエントリ情報が第１のエントリ情報と共通のコンセントＩＤを有し、かつ第１
のエントリ情報と異なる機器ＩＤを有する場合には、第１のエントリ情報を記憶部２２か
ら削除する。この場合、コンセント１００Ａに接続されるプラグ２００Ａが変更されてい
るからである。
【００８３】
　ステップＳ１２５において、制御部２３は、通信機器本体５０Ａから問い合わせ情報が
与えられるまで待機する。一方、通信部２１は、通信機器本体５０Ａから送信された問い
合わせ情報を受信した場合には、要求情報を制御部２３に出力する。なお、制御部２３は
、問い合わせ情報が与えられない場合であっても、エントリ情報が示す通信機器本体５０
ＡにコンセントＩＤを送信してもよい。
 
【００８４】
　ステップＳ１３０において、制御部２３は、問い合わせ情報に対応するエントリ情報、
すなわち問い合わせ情報と機器ＩＤが一致するエントリ情報を検索する。そして、制御部
２３は、検索したエントリ情報からコンセントＩＤ（プラグ２００Ａが現在接続されてい
るコンセント１００Ａを示すＩＤ）を取得する。さらに、制御部２３は、検索したエント
リ情報に関連付けられた受信時点情報も取得する。そして、制御部２３は、コンセントＩ
Ｄと、受信時点情報とが関連付けられたコンセントＩＤ通知情報を生成し、通信部２１に
出力する。通信部２１は、コンセントＩＤ通知情報を通信機器本体５０Ａに送信する。
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【００８５】
　なお、制御部２３は、直接提示用情報を直接通信機器本体５０Ａに提供してもよい。具
体的には、制御部２３は、以下の処理を行なってもよい。すなわち、制御部２３は、問い
合わせ情報に応じたエントリ情報、すなわち問い合わせ情報と機器ＩＤが一致するエント
リ情報を検索し、このエントリ情報からコンセントＩＤを取得する。そして、制御部２３
は、コンセントＩＤに対応する提示用情報を記憶部２２から取得する。そして、制御部２
３は、提示用情報を通信部２１に出力する。通信部２１は、提示用情報を通信機器本体５
０Ａに送信する。この処理が行われた場合、後述するステップＳ１４０～Ｓ１５０の処理
が省略可能となる。また、上述したステップＳ６０の処理も省略可能となる。
【００８６】
　ステップＳ１４０において、制御部２３は、通信機器本体５０Ａから要求情報が与えら
れたか否かを判定する。制御部２３は、通信機器本体５０Ａから要求情報が与えられたと
判定した場合には、ステップＳ１５０に進み、通信機器本体５０Ａから要求情報が与えら
れないと判定した場合には、本処理を終了する。一方、通信部２１は、通信機器本体５０
Ａから要求情報を受信した場合には、要求情報を制御部２３に出力する。
【００８７】
　ステップＳ１５０において、制御部２３は、要求情報からコンセントＩＤを取得し、こ
のコンセントＩＤに対応する提示用情報を記憶部２２から取得する。そして、制御部２３
は、提示用情報を通信部２１に送信する。通信部２１は、提示用情報を通信機器本体５０
Ａに送信する。
【００８８】
　ステップＳ１６０において、制御部２３は、通信機器本体５０Ａから接続解除情報が与
えられたか否かを判定する。制御部２３は、通信機器本体５０Ａから接続解除情報が与え
られたと判定した場合には、ステップＳ１７０に進み、通信機器本体５０Ａから接続解除
情報が与えられないと判定した場合には、本処理を終了する。
【００８９】
　ステップＳ１７０において、制御部２３は、接続解除情報から機器ＩＤを取得し、この
機器ＩＤに対応するエントリ情報を記憶部２２から削除する。その後、制御部２３は、本
処理を終了する。その後、制御部２３は、無線ＬＡＮルータの設定を初期状態に戻す。な
お、制御部２３は、エントリ情報を削除してから所定時間経過した後に、無線ＬＡＮルー
タの設定を初期状態に戻してもよい。また、履歴を保持する観点から、制御部２３は、エ
ントリ情報を削除せず、エントリ情報に「無効」等のフラグを含めてもよい。
【００９０】
　以上により、第１の実施形態では、情報処理システム１０は、接続機器４０に関する接
続機器情報を通信機器５０に送信するので、通信機器５０のユーザに接続機器４０に関す
る接続機器情報を提供することができる。
【００９１】
　また、接続機器４０はコンセント１００Ａであるので、情報処理システム１０は、コン
セント１００Ａに関する接続機器情報をユーザに提供することができる。
【００９２】
　また、コンセント１００Ａと通信機器５０（具体的にはプラグ２００Ａ）とは電力線通
信が可能であり、コンセント１００Ａは電力線通信により通信機器５０から機器ＩＤを取
得する。したがって、コンセント１００Ａは機器ＩＤをより確実に取得することができる
。
【００９３】
　また、接続機器情報には、コンセントＩＤ及び提示用情報のうち、少なくとも一方が含
まれるので、情報処理システム１０は、これらの情報をユーザに提供することができる。
【００９４】
　また、サーバ２０は、第１のエントリ情報と共通のコンセントＩＤを有し、かつ第１の
エントリ情報と異なる機器ＩＤを有する第２のエントリ情報が与えられた場合には、第１
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のエントリ情報を記憶部２２から削除する。したがって、サーバ２０は、コンセント１０
０Ａに接続されている通信機器５０の種類をリアルタイムで把握することができる。
【００９５】
　また、コンセント１００Ａは、コンセントＩＤと機器ＩＤとが関連付けられたエントリ
情報をサーバ２０に送信するので、サーバ２０は、コンセント１００Ａに接続されている
通信機器５０の種類をリアルタイムで把握することができる。
【００９６】
　また、コンセント１００Ａは、通信機器５０がコンセント１００Ａに接続されてから所
定時間経過後に、エントリ情報をサーバ２０に送信するので、サーバ２０は、通信機器５
０がコンセント１００Ａとの接続を検知する時点よりも後の時点でエントリ情報を受信す
ることができる。
【００９７】
　また、通信機器５０は、コンセント１００Ａに接続された際に機器ＩＤをコンセント１
００Ａに送信する。また、通信機器５０は、サーバ２０から送信された提示用情報を受信
する。したがって、通信機器５０は、ユーザに提示用情報を提供することができる。
【００９８】
　また、通信機器５０は、コンセント１００Ａにプラグ２００Ａが接続されたことを検知
し、当該検知が行われた後に、コンセントＩＤ等をサーバ２０に要求する。したがって、
通信機器５０は、有効なコンセントＩＤ（すなわち、プラグ２００Ａが現在接続されてい
るコンセント１００Ａを示すＩＤ）をより確実に取得することができる。
【００９９】
　また、通信機器５０は、受信時点と検知時点とに基づいて、コンセントＩＤが有効であ
るか否かを判定するので、コンセントＩＤが有効であるか否かをより確実に判定すること
ができる。
【０１００】
　また、通信機器５０は、受信時点が検知時点よりも後の時点である場合に、コンセント
ＩＤが有効であると判定するので、コンセントＩＤが有効であるか否かをより確実に判定
することができる。
【０１０１】
　また、通信機器５０は、受信時点が検知時点よりも所定時間前の時点である場合に、コ
ンセントＩＤが有効であると判定するので、コンセントＩＤが有効であるか否かをより確
実に判定することができる。
【０１０２】
　＜２．第２の実施形態＞
　次に、第２の実施形態について説明する。第２の実施形態に係る情報処理システム１０
の全体構成は第１の実施形態と同様である。ただし、第２の実施形態では、接続機器４０
は図１５に示す非接触式（無線通信式）の接続機器３００Ａであり、通信機器５０は図１
６に示す携帯通信機器２００Ｂである。接続機器３００Ａは例えば自動販売機等であり、
携帯通信機器２００Ｂは例えば携帯電話等である。
【０１０３】
　［２－１．サーバの構成］
　まず、サーバ２０の構成について説明する。サーバ２０は第１の実施形態と同様の構成
を有する。ただし、サーバ２０は、コンセントＩＤの代わりに接続機器ＩＤを記憶する。
また、提示用情報には、接続機器３００Ａが販売する製品に関する情報が含まれる。
　［２－２．接続機器の構成］
　まず、図１５に基づいて、接続機器３００Ａの構成について説明する。接続機器３００
Ａは、例えば自動販売機等であり、図１５に示すように、制御部３０６Ａと、ネットワー
ク通信部（送信部）３０７Ａと、無線通信部３０８Ａとを備える。制御部３０６Ａは、Ｍ
ＰＵ（Micro　Processing　Unit）や、各種処理回路が集積された集積回路などで構成さ
れ、接続機器３００Ａの各部を制御する。より具体的には、制御部３０６Ａは、例えば、



(15) JP 5891949 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

無線通信部３０８Ａに高周波信号生成命令及び高周波信号送信停止命令を送信し、無線通
信部３０８Ａから送信される高周波応答信号に基づいて、各種の処理を行なう。ネットワ
ーク通信部３０７Ａは、第１の実施形態のネットワーク通信部１０７Ａと同様である。
【０１０４】
　無線通信部３０８Ａは、携帯通信機器２００Ｂの第２無線通信部２０５Ｂとの間で無線
通信を行うものであり、ＮＦＣなどにおけるリーダ／ライタ（または質問器）としての役
目を果たす。無線通信部３０８Ａは、具体的には、高周波信号生成部３５０Ａと、復調部
３５４Ａと、高周波送受信部３５６Ａを備える。無線通信部３０８Ａは、例えば、暗号化
回路（図示せず）や通信衝突防止（アンチコリジョン）回路などをさらに備えてもよい。
【０１０５】
　高周波信号生成部３５０Ａは、例えば制御部３０６Ａから送信される高周波信号生成命
令を受け、高周波信号生成命令に応じた高周波信号を生成する。また、高周波信号生成部
３５０Ａは、例えば制御部３０６Ａから送信される、高周波信号の送信停止を示す高周波
信号送信停止命令を受け、高周波信号の生成を停止する。
【０１０６】
　ここで、図１５では、高周波信号生成部３５０Ａとして交流電源が示されているが、本
実施形態に係る高周波信号生成部３５０Ａは、上記に限られない。例えば、本実施形態に
係る高周波信号生成部３５０Ａは、ＡＳＫ変調（Amplitude　Shift　Keying）を行う変調
回路（図示せず）と、変調回路の送信を増幅する増幅回路（図示せず）とを備えることが
できる。
【０１０７】
　復調部３５４Ａは、高周波信号生成部３５０Ａのアンテナ端における電圧の振幅変化を
包絡線検波し、検波した信号を２値化することによって、携帯通信機器２００Ｂから送信
される高周波応答信号を復調する。なお、復調部３５４Ａにおける高周波応答信号の復調
方法は、上記に限られず、例えば、高周波信号生成部３５０Ａのアンテナ端における電圧
の位相変化を用いて応答信号を復調することもできる。
【０１０８】
　高周波送受信部３５６Ａは、例えば、所定のインダクタンスをもつインダクタ（コイル
）Ｌ４と所定の静電容量を有するキャパシタＣ４とを備え、共振回路を構成する。ここで
、高周波送受信部３５６Ａの共振周波数としては、例えば、１３．５６［ＭＨｚ］などの
高周波信号の周波数が挙げられる。高周波送受信部３５６Ａは、上記構成により、高周波
信号生成部３５０Ａが生成した高周波信号を送信し、また、携帯通信機器２００Ｂから送
信された高周波応答信号を受信することができる。
【０１０９】
　［２－３．通信機器の構成］
　次に、図１６、図１７に基づいて、携帯通信機器２００Ｂの構成について説明する。携
帯通信機器２００Ｂは、第１無線通信部（第１の通信部）２０４Ｂと、第２無線通信部（
第２の通信部）２０５Ｂと、制御部２０６Ｂと、提示部２０７Ｂとを有する。
【０１１０】
　第１無線通信部２０４Ｂは、サーバ２０との間で無線通信を行う。第２無線通信部２０
５Ｂは、接続機器３００Ａとの間で無線通信を行うことで、機器ＩＤを接続機器３００Ａ
に送信する。詳細な構成は後述する。制御部２０６Ｂは、携帯通信機器２００Ｂの各構成
要素を制御するほか、第１の実施形態の制御部５４と同様の処理を行う。提示部２０７Ｂ
は、提示用情報を提示する。
【０１１１】
　次に、図１７に基づいて、第２無線通信部２０５Ｂの詳細な構成について説明する。第
２無線通信部２０５Ｂは、図１１に示すＩＣチップ２５２に高周波送受信部２５０を追加
したものである。
【０１１２】
　高周波送受信部２５０は、例えば、所定のインダクタンスをもつコイルＬ９と所定の静
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電容量を有するキャパシタＣ７とを備え、共振回路を構成する。ここで、高周波送受信部
２５０の共振周波数としては、例えば、１３．５６［ＭＨｚ］などの高周波信号の周波数
が挙げられる。高周波送受信部２５０は、上記構成により、接続機器３００Ａから送信さ
れた高周波信号を受信し、また、高周波応答信号を接続機器３００Ａに送信することがで
きる。より具体的には、高周波送受信部２５０は、高周波信号の受信に応じて電磁誘導に
より誘起電圧を生じさせ、所定の共振周波数で誘起電圧を共振させた受信電圧をＩＣチッ
プ２５２へと送信する。また、高周波送受信部２５０は、ＩＣチップ２５２から負荷変調
によって送信された高周波応答信号を接続機器３００Ａに送信する。
【０１１３】
　したがって、接続機器３００Ａ及び携帯通信機器２００Ｂは、機器ＩＤ等の送受信を無
線通信で行うほかは、第１の実施形態に係るコンセント１００Ａ及びプラグ２００Ａと同
様の処理を行う。
【０１１４】
　例えば、制御部３０６Ａは、機器ＩＤを要求する旨の高周波信号生成命令を無線通信部
３０８Ａに送信する。これに応じて、無線通信部３０８Ａは、機器ＩＤを要求する旨の高
周波信号を生成し、当該高周波信号を無線通信により第２無線通信部２０５Ｂに送信する
。第２無線通信部２０５Ｂは、機器ＩＤに関する高周波応答信号を生成し、当該高周波応
答信号を無線通信により無線通信部３０８Ａに送信する。無線通信部３０８Ａは、機器Ｉ
Ｄを制御部３０６Ａに出力する。以降の処理は第１の実施形態と同様である。なお、制御
部３０６Ａは、ユーザが接続機器３００Ａを用いて購入した製品を示す製品ＩＤをエント
リ情報に含めてもよい。この場合、サーバ２０は、記憶部２２に記憶された提示用情報の
うち、製品ＩＤに対応する提示用情報を取得し、携帯通信機器２００Ｂに送信することが
できる。第２の実施形態でも、第１の実施形態と同様の効果が得られる。
【０１１５】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１１６】
　例えば、上記実施形態では、接続機器としてコンセント及び非接触の接続機器を例示し
たが、接続機器はこれらに限られない。また、接続機器に接続される通信機器として、プ
ラグを有する通信機器及び非接触通信が可能な通信機器を例示したが、通信機器はこれら
に限られない。また、第１の実施形態では、コンセント１００Ａ及びプラグ２００Ａは電
力線通信を行うが、第２の実施形態のように非接触通信（無線通信）を行なってもよい。
【０１１７】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　接続端子を有する接続機器を識別するための接続機器識別情報と、前記接続端子に接続
された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエントリ情報を、
前記接続機器から受信する受信部と、
　前記エントリ情報に基づいて、前記接続機器に関する接続機器情報を取得する制御部と
、
　前記接続機器情報を前記通信機器識別情報が示す前記通信機器に送信する送信部と、を
備える、情報処理装置。
（２）
　前記接続機器はコンセントである、前記（１）記載の情報処理装置。
（３）
　前記接続機器と前記通信機器とは電力線を介した通信である電力線通信が可能であり、
　前記接続機器は前記電力線通信により前記通信機器から前記通信機器識別情報を取得す
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る、前記（２）記載の情報処理装置。
（４）
　前記接続機器情報には、前記接続機器識別情報と、前記通信機器に提示させる提示用情
報とのうち、少なくとも一方が含まれる、前記（１）～（３）のいずれか１項に記載の情
報処理装置。
（５）
　前記制御部は、第１のエントリ情報を記憶部に記憶した後、前記第１のエントリ情報と
共通の接続機器識別情報を有し、かつ前記第１のエントリ情報と異なる通信機器識別情報
を有する第２のエントリ情報が与えられた場合には、前記第１のエントリ情報を前記記憶
部から削除する、前記（１）～（４）のいずれか１項に記載の情報処理装置。
（６）
　接続端子と、
　接続機器を識別するための接続機器識別情報と、前記接続端子に接続された通信機器を
識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエントリ情報を情報処理装置に送信
する送信部と、を備える、接続機器。
（７）
　前記送信部は、前記通信機器が前記接続端子に接続されてから所定時間経過後に、前記
エントリ情報を前記情報処理装置に送信する、前記（６）記載の接続機器。
（８）
　接続機器が有する第１の接続端子に接続可能な第２の接続端子と、
　前記第２の接続端子が前記第１の接続端子に接続された際に、通信機器を識別するため
の通信機器識別情報を前記接続機器に送信する第１の通信部と、
　前記接続機器に関する接続機器情報を情報処理装置から受信する第２の通信部と、を備
える通信機器。
（９）
　前記第２の接続端子が前記第１の接続端子に接続されたことを検知し、当該検知が行わ
れた検知時点以降に、前記接続機器情報を前記情報処理装置に要求する制御部を備える、
前記（８）記載の通信機器。
（１０）
　前記接続機器は、前記接続機器を識別するための接続機器識別情報と、前記通信機器識
別情報とが関連付けられたエントリ情報を前記情報処理装置に送信し、
　前記情報処理装置は、前記エントリ情報を受信した受信時点を前記接続機器情報に含め
、
　前記制御部は、前記接続機器情報に含まれる受信時点と、前記検知時点と、所定の条件
とに基づいて、前記接続機器情報が有効であるか否かを判定する、前記（９）記載の情報
処理装置。
（１１）
　前記所定の条件には、前記受信時点が前記検知時点よりも後の時点であるという条件が
含まれる、前記（１０）記載の情報処理装置。
（１２）
　前記所定の条件には、前記受信時点が前記検知時点よりも所定時間前の時点であるとい
う条件が含まれる、前記（１０）または（１１）に記載の通信機器。
（１３）
　接続端子を有する接続機器を識別するための接続機器識別情報と、前記接続端子に接続
された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエントリ情報を、
前記接続機器から受信することと、
　前記エントリ情報に基づいて、前記接続機器に関する接続機器情報を取得することと、
　前記接続機器情報を前記通信機器識別情報が示す前記通信機器に送信することと、を含
む、情報処理方法。
（１４）
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　コンピュータに、
　接続端子を有する接続機器を識別するための接続機器識別情報と、前記接続端子に接続
された通信機器を識別するための通信機器識別情報とが関連付けられたエントリ情報を、
前記接続機器から受信する受信機能と、
　前記エントリ情報に基づいて、前記接続機器に関する接続機器情報を取得する制御機能
と、
　前記接続機器情報を前記通信機器識別情報が示す前記通信機器に送信する送信機能と、
を実現させる、プログラム。
【符号の説明】
【０１１８】
　１０　　情報処理システム
　２０　　サーバ
　３０　　通信ネットワーク
　４０　　接続機器
　５０　　通信機器
１００Ａ　コンセント
２００Ａ　プラグ
 
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(19) JP 5891949 B2 2016.3.23

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(20) JP 5891949 B2 2016.3.23

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(21) JP 5891949 B2 2016.3.23

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(22) JP 5891949 B2 2016.3.23

10

フロントページの続き

    審査官  松尾　俊介

(56)参考文献  特開２００９－１４１９９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２４５４４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１９９４４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２６３７１２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｊ　　１３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

